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河川整備計画の点検の位置づけ
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◆河川法の一部を改正する法律等の運用について 平成十年一月二三日 基本通達
二 河川整備基本方針及び河川整備計画について

２ 河川整備計画の策定について
⑤ 河川整備計画の変更について

河川整備計画は、流域の社会情勢の変化や地域の意向等を適切に反映できるよう、適宜その内容
について点検を行い、必要に応じて変更するものであること。

◆河川法十六条の二 （河川整備計画）
河川管理者は、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川の整

備に関する計画（以下「河川整備計画」という。）を定めておかなければならない。

見直しの必要性も含め、定期的に進捗を確認するため、河川整備計画の点検を実施。

四国地方整備局として必要に応じて河川整備計画の変更を実施。

◆吉野川学識者会議運営規約 平成２７年５月１日
第１条 「吉野川水系の河川整備」に関して、学識経験を有する者が意見交換を行うとともに、次に掲げ

る事項について四国地方整備局長（以下、「局長」という。）に意見を述べるため四国地方整備局に吉野川
学識者会議（以下、「学識者会議」という。）を置く。

一 吉野川水系河川整備計画（以下、「河川整備計画」という。）の策定、変更
二 河川整備計画の点検
三 河川整備計画に基づいて実施される事業の評価

イ 再評価及び事後評価の対象となる事業
ロ 計画段階評価の対象となる事業

四 その他、河川整備に関する事項



河川整備計画の点検手法
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◆ 河川整備の進捗、計画を変更しうる新たな視点を有するかを適宜検討し、点検を実施する。

【点検の内容】
１）流域の社会情勢の変化（土地利用や人口・資産等の変化、近年の災害発生の状況等）
２）地域の意向（地域の要望事項等）
３）事業の進捗状況（事業完了箇所、事業中箇所の進捗率等）
４）事業の進捗の見通し（当面の段階的な整備の予定等）
５）河川整備に関する新たな視点（地震津波対策、大規模洪水対策等）等

《点検の内容》

令和７年度の点検では、
令和６年度通常点検（R6.7.18）以降の事業の進捗状況等をご確認いただく



吉野川水系河川整備計画 進捗状況について
１．堤防の整備・河道の掘削等（樹木伐採含む）、大規模地震・津波対策、侵食対策

（１）沼田箇所 【堤防整備・河道掘削】 （美馬市）
（２）加茂第二箇所 【堤防整備】 （東みよし町）
（３）半田箇所 【堤防整備】 （つるぎ町）
（４）毛田箇所 【堤防整備】 （東みよし町、つるぎ町）
（５）新喜来・勝瑞箇所 【堤防整備】 （鳴門市、北島町）
（６）中喜来・広島箇所 【堤防整備・河道掘削】 （松茂町）
（７）榎瀬川樋門改築 【地震津波対策】 （徳島市）
（８）中島箇所 【堤防整備・地震津波対策】（徳島市）
（９）老門箇所 【地震津波対策】 （北島町）
（１０）豊久・向喜来箇所【地震津波対策】 （徳島市、松茂町）
（１１）旧吉野川河口堰等【地震津波対策】 （松茂町、北島町、徳島市）
（１２）上板箇所 【侵食対策】 （上板町）
（１３）藍住箇所 【侵食対策】 （藍住町）
（１４）応神箇所 【侵食対策】 （徳島市）

２．施設の維持管理

３．総合水系環境整備事業

４．柳瀬ダム 宮前地区地すべり対策

５．早明浦ダム再生事業

６．その他（情報提供）
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沼田箇所

箸蔵箇所 昼間箇所 宮岡箇所

池田箇所 井川箇所 加茂第二箇所 半田箇所

脇町第三箇所

毛田地先

吉野川

脇町第一地区
河道掘削等

芝生・太刀野地区
河道掘削等

舞中島地区
河道掘削等

沼田・半田地区
河道掘削等

１．堤防の整備・河道の掘削等（樹木伐採含む）
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：事業中

凡例

〇〇箇所

〇〇箇所 ：未着手

：堤防整備済区間

：堤防整備実施中区間

：堤防整備必要区間 及び未着手区間

：河道掘削整備済区間

：河道掘削実施中区間

：河道掘削必要区間

：耐震対策実施箇所（施工済）

凡例

榎瀬川樋門

令和７年１０月時点

※整備率：整備済延長を堤防必要延長で割ったもの

100.0%

73.0% 27.0%

下流

上流

堤防整備の整備率※

整備済 未整備及び未着手



板
東
谷
川

大谷川
旧吉野川

吉野川

徳島市

板野町

鳴門市

今切川

藍住町

北島町

松茂町

上板町

水門
(今切川榎瀬江湖川)

水門
(今切川宮島江湖川)

水門
(今切川鍋川)

水門
(旧吉野川鍋川)

中喜来地区新喜来地区

広島地区

勝瑞
地区川崎地区

津慈地区
河道掘削

乙瀬地区
河道掘削

応神地区

中島
地区

百石須
地区

東馬詰
地区 長岸

地区

大寺地区
河道掘削

加賀須野地区

中喜来地区
河道掘削
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１．堤防の整備・河道の掘削等（樹木伐採含む）

堤防整備済区間

堤防整備実施中区間

堤防整備必要区間 及び未着手区間

旧堤

水門設置必要箇所

河道掘削実施中区間

河道掘削実施箇所

凡例

：事業中

凡例

〇〇箇所

〇〇箇所 ：未着手

令和７年１０月時点

※整備率：整備済延長を堤防必要延長で割ったもの

49.1%

60.8%

50.9%

39.2%

旧吉野川

今切川

堤防整備の整備率※

整備済 未整備及び未着手
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1．大規模地震・津波対策

東馬詰・長岸箇所 豊久・向喜来箇所

中島箇所

榎瀬川樋門改築
：１．洪水対策と重複する区間として築堤等対策を進める箇所
：２．昭和南海地震と同規模の地震・津波による浸水被害を防止するために液状化対策を

実施する区間
：３．2003中防二連動（計画津波）と同規模の地震・津波による浸水被害を防止するために

液状化対策を実施する区間
：４．液状化対策必要区間
：５．対策実施済箇所

【凡 例】

吉野川

：事業中

凡例

〇〇箇所

加賀須野箇所

中喜来箇所

長原箇所

広島箇所

〇〇箇所 ：未着手

※整備率：凡例に記載している「５．対策実施済箇所」を「１．２．３における対策必要延長」で割ったもの

65.9%

40.1%

34.1%

59.9%

旧吉野川

今切川

整備済 未整備及び地震・津波対策必要区間

耐震対策の整備率※

旧吉野川鍋川水門

今切川鍋川水門

今切川榎瀬江湖川水門

今切川宮島江湖川水門

老門箇所

令和７年１０月時点



上板箇所
応神箇所

吉野川

藍住地区
下流側

藍住地区上流側

１．侵食対策

7

：事業中

凡例

〇〇箇所

〇〇箇所 ：未着手

徳島第二・石井箇所

川島箇所

西原箇所

堤防整備済区間

整備計画期間中の侵食対
策実施区間(事業中)

整備計画期間中の侵食対
策実施区間（未着手）

侵食対策必要区間

凡例

令和７年１０月時点



1:2.90

岩
岩

1:2.0

張芝・覆土

1:2.0

張芝

嫁坂谷川樋門 大宮樋門沼田樋門

沼田箇所L=約2.0㎞
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（１）沼田箇所 事業進捗状況
沼田箇所は、戦後最大洪水である平成16年10月台風第23号では、15戸の家屋を含む48.4haの浸水被害が発生しており、吉
野川の氾濫による浸水被害の防止を目的とし、平成29年度より築堤事業に着手した。
令和7年9月末時点で築堤盛土の進捗率は約97％である。また、流下断面を確保するために行っている河道掘削の掘削進捗
率は約31％である。
また、堤内側では徳島県により、県内初の田んぼダムの取り組みが進められている。

堤防整備 A-A断面

河道掘削

写真①→
←写真②

※上記進捗率は盛土及び掘削の出来形の進捗率である。

A

A

：施工済

凡例

：施工予定

：田んぼダム

凡例

：河道掘削



（１）沼田箇所 事業進捗状況

R4.7撮影 R7.9撮影

写真②築堤（美馬橋より下流） 写真②築堤（美馬橋より下流）

R4.7撮影 9

写真① 写真①

7.9撮影



（１）沼田箇所 事業進捗状況
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ほ場整備事業の実施地区での「田んぼダム」の取組

農業競争力強化農地整備事業
沼田地区（美馬市美馬町）Ａ＝１７.５ha

うち田んぼダム取組面積

Ｒ３：約１０ha   

Ｒ４： 約４ha 計 約１４ｈa

田んぼダムによる湛水状況

排水堰設置状況

田んぼダム取組エリア
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加茂第二箇所L=約4.5㎞

こまた川樋門

原西樋門

（２）加茂第二箇所 事業進捗状況

稲持谷川樋門

加
茂
谷
川

こ
ま
た

川

R R

1:3
.0

1:3.0
H.W.L

堤防整備 A-A断面

※事業効果の早期発現のためHWL堤の整備を先行

7.0m

2.0m

←写真①

：工事実施（または計画）箇所

：施工済み箇所（HWL）

：施工済み箇所（完成堤）

古川河道改修
（徳島県）

※上記進捗率は盛土の出来形の進捗率である。

加茂第二箇所は、戦後最大洪水である平成16年10月台風第23号では、42戸の家屋を含む54.4haの浸水被害が発生しており、
吉野川の氾濫による浸水被害の防止を目的として、平成25年度より築堤事業に着手した。
築堤延長が長大であるため、事業効果を早期に発現させるためHWLの堤防の高さを確保する施工を優先して進めている。令
和７年９月末時点で事業進捗率は約84％である。
また、堤内側では、支川古川の流下能力向上のため河道改修を実施予定である他、古川周辺において東みよし町に災害危
険区域に係る条例が令和７年７月１日に制定され、今後具体の番地指定が実施される予定。

古川樋門
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（２）加茂第二箇所 事業進捗状況

写真②築堤（三三大橋より下流）

R7.9撮影

写真①原西樋門付近

R7.9撮影

写真②築堤（三三大橋より下流）

R5.11撮影

写真①原西樋門付近

R5.11撮影

三三大橋
三三大橋



輪中堤整備

：HWL以下の水際線
：築堤計画(実施予定)
：築堤計画(嵩上げ範囲)
：災害危険区域

A

A

①周囲堤及び止水ゲート ②住宅移転助成
③周囲堤及び止水ゲート

▼完成イメージパース図

吉野川

（３）半田箇所 事業進捗状況

A-A断面 堤内地嵩上げ
(つるぎ町)

築堤
(国土交通省)

4.0ｍ

0.6ｍH.W.L
1.7ｍ

13

※上記進捗率は盛土の出来形の進捗率である。

半田箇所は、戦後最大洪水である平成16年10月台風第23号では、7戸の家屋を含む9.5haの浸水被害が発生しており、吉野
川の氾濫による浸水被害の防止を目的として、令和3年度より築堤事業に着手した。
築堤事業に併せて、まちづくりと一体となった築堤事業を推進している。令和5年度から工事着手し、令和7年9月末時点で盛
土進捗率は約59％である。また、堤防整備が困難な家屋や土地への対応として、つるぎ町による周囲堤防や災害危険区域の
指定が令和4年10月に完了する等、流域治水の取り組みも実施している。
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（３）半田箇所 事業進捗状況

R5.5撮影

写真① 写真①

R7.9撮影
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（３）半田箇所 止水対策等（つるぎ町：流域治水の取組み）

①周囲堤及び止水ゲート

施 工 前 竣 工 R4.10.28施 工 前 竣 工 R4.6.30

撤去完了 R4.2.22撤 去 前

③周囲堤及び止水ゲート

②住宅移転助成

半田箇所平面図

輪中堤整備

① ②
③

つるぎ町
：HWL以下の水際線
：築堤計画(実施予定)
：築堤計画(嵩上げ範囲)
：災害危険区域



対策イメージ図

▽ H.W.L
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（４）毛田箇所 事業進捗状況
毛田箇所は、戦後最大洪水である平成16年10月台風第23号では、2戸の家屋を含む6haの浸水被害が発生しており、吉野川
の氾濫による浸水被害の防止を目的とし、令和5年度より築堤事業に着手した。
築堤事業に併せて、つるぎ町、東みよし町による堤内地の嵩上げ事業が実施されるなど、まちづくりと一体となった築堤事業を
推進している。令和5年度から工事着手し、令和7年9月末時点で盛土進捗率は4％である。また、堤防整備が困難な家屋や土
地への対応として、つるぎ町による災害危険区域の指定が令和3年4月に完了する等、流域治水の取り組みも実施している。

築堤 堤内地嵩上げ

つるぎ町

A

A

災害危険区域に指定済
（R3.4.1施行）

東みよし町

輪中堤整備

堤内地嵩上げ

（国土交通省） （つるぎ町、東みよし町）

A-A断面

残土嵩上げ
【計画中】



（４）毛田箇所 事業進捗状況
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R7.6撮影

吉
野

川

R4.7撮影

R7.8撮影

盛土箇所

盛土箇所（施工前）

吉
野

川



三ツ合橋

北島町

藍住町

共栄橋

新喜来下流箇所
約L=0.02km
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（５）新喜来・勝瑞箇所 事業進捗状況

：工事実施（または計画）箇所

：施工済み箇所（HWL）

：施工済み箇所（完成堤）

※上記進捗率は盛土の出来形の進捗率である。

過去より浸水被害が頻発しており、旧吉野川の氾濫による浸水被害の防止を目的とし、勝瑞箇所は昭和59年度に、新喜来箇
所は平成5年度に築堤事業に着手した。
令和7年9月末時点で盛土進捗率は新喜来箇所では約95％、勝瑞箇所では約86％であり、完成に向けて事業を推進していく。

▽

勝瑞 A-A断面

勝瑞 B-B断面
4.0ｍ

1.0ｍH.W.L

4.0ｍ

1.0ｍH.W.L
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（５）新喜来・勝瑞箇所 事業進捗状況

写真①勝瑞箇所（施工中）写真①勝瑞箇所（工事着手前）

R4.4撮影

R2.5撮影

R7.10撮影

写真②勝瑞箇所三ツ合橋付近（工事着手前） 写真②勝瑞箇所三ツ合橋付近（施工中）

R7.10撮影

旧
吉
野
川

旧
吉
野
川



旧吉野川河口堰

鳴門市

松茂町

松茂町

中喜来地区L=1.7km

松茂町役場

A

A

防災まちづくり・マツシゲート
（大規模避難所）(松茂町)

B

B

Asジャカゴ

ジャカゴ

鋼矢板

根固めブロック
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（６）中喜来・広島箇所 事業進捗状況

：工事実施（または計画）箇所

：施工済み箇所（HWL）

：施工済み箇所（完成堤）

：河道掘削実施予定箇所

：河道掘削実施済み箇所

※上記進捗率は盛土及び掘削の出来形の進捗率である。

過去より浸水被害が頻発しており、旧吉野川の氾濫による浸水被害の防止を目的とし、中喜来箇所は平成25年度に、広島箇
所は平成24年度に築堤事業に着手した。
令和7年9月末時点で盛土進捗率は中喜来箇所では約23％、広島箇所では約37％、中喜来箇所の掘削の進捗率は約60％で
あり、完成に向けて事業を推進していく。
築堤事業に併せて、松茂町の計画している公園整備や水辺整備と連携し河川整備を進め、洪水被害の軽減と良好な水辺空
間の整備を目指す。
また、広島箇所の背後地にはマツシゲートが整備済であり、災害復興時の重要な拠点となっている。

中喜来 B-B断面
4.0ｍ

H.W.L 
1.0ｍ

計画堤防高

4.0ｍ

H.W.L 1.0ｍ

計画堤防高
広島 A-A断面

鍋川水門新設計画箇所



写真①広島箇所（工事着手前） 写真①広島箇所（施工中）

R4.10撮影

（６）中喜来・広島箇所 事業進捗状況

写真②中喜来箇所（工事着手前）

R4.10撮影 21

写真②中喜来箇所（施工中)

R7.9撮影

R7.1撮影

新広島橋

新広島橋

新広島橋



（６）中喜来・広島箇所 事業進捗状況

完成イメージ図

マツシゲート

イメージ図 22

まちづくり計画と一体となった河川整備事業を
行うことにより、洪水被害の軽減を図るととも
に、河川とまちが融合した良好な水辺空間の
整備を行うものである。

（堤内側：重要施設）
・中央児童館 ・保健相談センター
・子育て支援センター ・老人福祉センター
・歴史民俗資料館 などが立地
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（７）榎瀬川樋門改築 事業進捗状況

榎
瀬
江
湖
川

今後30年以内に60～90%程度以上の確率で南海トラフ地震の発生が予想されているため、吉野川の津波遡上区間における排
水門の耐震補強として、平成24年度に榎瀬川樋門の耐震補強に着手した。
令和７年度に完成。
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中島上流地区（施工中） L=約0.26㎞

（８）中島箇所 事業進捗状況

ダイオーペーパープロダクツ

徳島市

東亞合成

四国化成
：工事実施（または計画）箇所

：施工済み箇所
HWL

※上記進捗率は地盤改良及び築堤盛土出来形の進捗率である。

今後30年以内に60～90%程度以上の確率で南海トラフ地震の発生が予想されているため、旧吉野川において、地震・津波によ
る被害の軽減を図ることを目的として、令和4年度に着手した。
令和7年9月時点の進捗率は約5％であり、引き続き無堤部対策及び堤防の耐震対策を推進していく。
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（８）中島箇所 事業進捗状況

写真①上流より望む（工事着手前）

写真②下流より望む（工事着手前）

R4.7撮影

R4.7撮影

写真①上流より望む（施工中）

R7.9撮影

R7.9撮影

写真②下流より望む（施工中）

鯛浜橋

今切川河口堰

鯛浜橋

今切川河口堰
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老門箇所 L=580m

（９）老門箇所 事業進捗状況

：工事実施（または計画）箇所

：施工済み箇所（完成堤）

※上記進捗率は出来形の進捗率である。

今後30年以内に60～90%程度以上の確率で南海トラフ地震の発生が予想されているため、今切川において、地震・津波による
被害の軽減を図ることを目的として、令和6年度に着手した。
令和7年9月時点の進捗率は約0％であり、引き続き堤防の耐震対策を推進していく。

標準断面図

捨石

K

1:1.0

▽地盤改良上端部 A.P.+2.30

広幅鋼矢板 10H型 L=7.0m

1.50%

場所打擁壁

プレキャスト擁壁（法面部）

プレキャスト基礎

路体（築堤）盛土

捨石

L=8.5m

H.W.L

▽地盤改良下端部 A.P.-1.20

7500

張
芝

1
:0.

50

地盤改良
（中層混合処理工法）

A-A断面
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（９）老門箇所 事業進捗状況

R6.3撮影

写真②（工事着手前）

写真①（工事着手前）

R6.3撮影 R7.9撮影

R7.10撮影

写真②（施工中）

写真①（施工中）
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豊久向喜来箇所 L=214m

（１０）豊久・向喜来箇所 事業進捗状況

：工事実施（または計画）箇所

：施工済み箇所（完成堤）

※上記進捗率は出来形の進捗率である。

今後30年以内に60～90%程度以上の確率で南海トラフ地震の発生が予想されているため、旧吉野川において、地震・津波によ
る被害の軽減を図ることを目的として、平成23年度に着手した。
令和7年9月時点の旧吉野川河口堰下流の進捗率は、約97％であり、引き続き堤防の耐震対策を推進していく。

As

1
:
0
.
3 1:1.8

1:
1.
0

1.5%

1:2.0

堤防天端舗装

張芝

堤脚水路

基礎工

根固め工

H.W.L

標準断面図

地盤改良下端高

張 護岸工

地盤改良天端高

10.5m

1
7
.
3
m

盛土

地盤改良
（深層混合処理工法）

A-A断面

大
津

橋
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（１０）豊久・向喜来箇所 事業進捗状況

R4.3撮影

写真②（工事着手前）

写真①（工事着手前）

R4.3撮影 R7.9撮影

R7.9撮影

写真②（施工中）

写真①（施工中）

旧吉野川

大津橋

大津橋
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（１０）向喜来箇所 ヨシの移植（環境に対する影響緩和(ミティゲーション)）

ヨシ拡大防止工
（割栗石）

袋詰め玉石

【R5.8月時点】

ヨシ移植
満潮時

割栗石

ヨシ移植

袋詰め玉石

割栗石

ヨシ移植

▽AP+1.755
朔望平均満潮位

移植状況

KR2-

KR2-431

KR3-425

KR3-401

H23-K312

KR3-405

KR3-404

KR3-403

KR3-425

KR3-406

KR3-402
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A s

大
津
橋

CO
歩
道

As

C O
桟
橋
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橋
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平面図

標準断面図（Ａ－Ａ断面）



（１１）旧吉野川河口堰等 大規模地震対策事業

31

本事業は旧吉野川河口堰・今切川河口堰において、大規模地震等の危機事象に対して確実な機能発揮ができるように所要
の耐震性能を確保し、安全な施設管理を図るため施設の改築を行うものである。堰本体の耐震性能を確保した上で、被災時の
影響を考慮し、治水及び利水面で極めて緊急性の高い施設を対象に対策を行うこととして令和5年度に着手した。
令和7年度から工事着手し、令和7年9月より門柱耐震対策工事を開始している。

事業箇所

門
柱

堰
柱

基
礎

水門改築

操作設備等改築

護岸改築

旧吉野川河口堰

制水ゲート 調節ゲート

今切川河口堰

制水ゲート 調節ゲート

旧吉野川河口堰

今切川河口堰

（ｋｍ）

第十樋門

【左岸】 【右岸】

【左岸】 【右岸】
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（１２）上板箇所 侵食対策事業進捗状況

吉野川

：工事実施（または計画）箇所

：施工済み箇所

上板箇所は湾曲した河道形状の影響により、外岸となる左岸側で流速が早くなりやすく、また堤防前面の河床が低いため、高
水敷として堤防近傍の流速を抑制する効果がなく、高速流による侵食リスクがあるため侵食対策を実施する。
令和７年度より工事着手しており完了の見込みである。

上板箇所L=約500m

1.50%

▽AP+6.768

▽AP+7.768

計画堤防高 ▽AP+15.960

計画高水位 AP+13.960

AP = 5.00

1:3.00

A-A断面

覆土ブロック+張芝

計画堤防高

計画高水位
余裕高＝2.0ｍ



（１２）上板箇所 侵食対策事業進捗状況

33

写真①写真①

R7.4撮影 R7.9撮影
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（１３）藍住箇所 侵食対策事業進捗状況

吉野川

：施工中

：実施予定

写
真

①
→

藍住箇所は、砂州の拡大(二極化）により、洪水時に堤防へ向かう流れが発達すると推定され侵食リスクが高いため、侵食対策
を実施する。
令和７年度より工事着手している。

藍住上流箇所L=約416m

AP=5.00

計画高水位
1:3.0

i%

1:3.0

▽計画堤防高

A-A断面

AP=0.00

1:3.0

H.W.L. 9.864

A.P.+6.331m
2.00%

1:2.00

B-B断面

覆土ブロック+平張コンクリート

【高水護岸】 覆土ブロック+平張コンクリート

【低水護岸】 ブロックマット+根固めブロック
計画高水位

計画堤防高

余裕高＝2.0ｍ 計画高水位

計画堤防高

余裕高＝2.0ｍ
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（１４）応神箇所 侵食対策事業進捗状況

：工事実施（または計画）箇所

：施工済み箇所

応神箇所は、高水敷がないため堤防前面に高速流が発生することが考えられ、侵食リスクが高いため、高水敷造成、高水護岸
設置等の対策を実施予定。
当該箇所は、良好な干潟環境が形成されている。またスジアオノリの養殖も盛んであり、これらに配慮する必要がある。環境調
査、護岸設計を進めながらミチゲーション方法等について検討していく。

計画堤防高

※本図面は吉野川の一般的にな護岸構造を図示したもの。
環境調査、詳細設計、ミチゲーション方法により修正を行う。

朔望平均満潮位+1.736

朔望平均干潮位+0.021

余裕高＝2.0ｍ
A-A断面

計画高水位



２．施設の維持管理（ポンプ・原動機改善（無水化））

更新前：横軸ポンプ

主ポンプ

冷却水ポンプ 高架水槽

減速機への冷却水 軸封装置（要給水）

→撤去

真空ポンプ

→無給水化

主原動機

減速機

真空ポンプ

→撤去 →撤去

→撤去

減速機
（空冷または自己冷却型）

主原動機
（機付ラジエータ方式）

冷却水系統

主ポンプ
（無給水軸受）

無水化イメージ

無水化実施機場例：
○冷却水ポンプ「撤去」
○高架水槽「撤去」
○各軸受け部への送水配管「撤去」

36

排水機場については、老朽化等により施設を更新するタイミングに合わせて、ポンプ設備の改善（無水化）を実施している。
従来の施設ではポンプ稼働時の冷却のために、冷却水ポンプ、高架水槽、送水のための配管類を要していたが、無水化（ラジ
エーター方式や空冷方式を採用）することで、施設をコンパクト化し、点検費用の削減や故障リスクの低減を図る。
令和5年度から柿の木谷川排水機場（吉野川左岸27k000付近）の無水化に着手している。（令和7年度完成予定）
引き続き、適切な維持管理に努めていく。



２．施設の維持管理（樋門の開閉装置更新）

更新後（ラック式）：現状（ワイヤロープ式）：

37

樋門の開閉装置について、老朽化に伴い更新を実施するタイミングで、ワイヤロープ式から緊急時の自重効果機能を付加する
ことができるラック式開閉装置への更新を実施している。
令和6年度より土井谷樋門（吉野川左岸42ｋ+200付近）外２樋門の開閉装置更新を実施中。
引き続き、適切な維持管理に努めていく。

ラック式イメージ（事例）

ラック式イメージ（事例）
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全体調査範囲図

前回調査の概要（R元年）

前回調査時（R元年）は、全体調査を行い、空洞が確認（強反応）できた箇所について、詳細調査を実施し、空洞の大きさ等を確認。

２．施設の維持管理（第十堰空洞化調査）

堰の変状などについて、近年では大きな変化は見受けられないものの、過去に把握している空洞の状態や新たな空洞の発見
を目的に令和8年1月ごろから令和元年度と同様の空洞化調査を実施予定。
また、空洞化が想定される箇所にはコア削孔を実施し、ファイバースコープ等を使用して空洞量等を確認する。
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・全体調査（側線調査）の結果をもとに、空洞の恐れのある4箇所（空洞①箇所・③箇所・④箇所・みずみち想定箇所）について、詳細調査（1m
メッシュ調査）を実施。
・前回調査（令和元年度）では、4箇所の空洞を発見したが、メッシュ調査の結果、過年度と同程度の空洞範囲であったため、進行性は低いと
の結果であった。

空洞③箇所
昭和30年代復旧

過年度空洞確認箇所
漏水無し

空洞④箇所
昭和30年代復旧

過年度空洞確認箇所
左岸端部に漏水

水みち想定箇所
昭和30年代復旧

過年度内部に水確認
下流に漏水

空洞①箇所
昭和30年代復旧

過年度空洞確認箇所
下流に漏水

：全体調査（測線調査）強反射域詳細調査実施位置図

空洞①箇所調査範囲 水みち想定箇所調査範囲 空洞④箇所調査範囲 空洞③箇所調査範囲

前回調査の概要（R元年）
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全体平面のイメージ

湿地（浅）
湿地（深）

池

水路

湿地（浅）

湿地（浅）

湿地（浅）

旧吉野川の岸辺の一部を掘削して、かつてその場所の環境を代表する生物
（着目種）の生息場所（水路・ヨシ原・湿地等）を再生することで、『コウノトリ』
の採食場所となる湿地の創出にもつながる自然再生事業を推進する。
自然再生事業により、かつてのコウノトリと人が共生する多様な生態系を有
する豊かな自然環境を再生し、地域の多様な主体と連携した生態系ネット
ワークを形成することで、地域活性化や観光振興に貢献する。
令和5年度に「旧吉野川津慈地区湿地環境づくりワーキング」を新たに設け、
事業地のよりよい湿地環境の創出並びに利活用や管理運営の具体化につ
いて検討を行っている。
また、昨年度に実施した第1期試験施工（湿地浅）において、モニタリング調
査を実施中である。
今年度は、掘削する高さを変更した第2期試験施工（湿地深）を実施予定で
ある。

『徳島県流域コウノトリ・ツルを舞う
生態系ネットワーク推進協議会』

●開催回数：年１回程度
●構成：学識者/市町長/行政/関係団体等
●主な役割：流域全体構想の策定・推進・更新

『地域ワーキング』

事業の実施にあたって、地域の関係主体が参加
して具体的な取組を検討、推進

『鳴門地区地域・人づくりワーキング』
・鳴門市における魅力的な地域づくりや人材
育成等の具体的な事業の推進や地域の課題
について検討

【検討・推進体制】

『旧吉野川津慈地区管理運営あり方検討
ワーキング』（休止中）

・事業地にて直接的な管理を行う事業者を募集
するサウンディング調査の実施

・アドプト等を活用した管理運営公募等につい
て検討

※事業地の湿地創出イメージが出来た時点でサウン
ディング調査を再度実施し、事業地の管理運営に
あたって企業からの寄付や協賛を募る

３．総合水系環境整備事業（旧吉野川自然再生事業）
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『旧吉野川津慈地区湿地環境づくりワーキング』
・事業値のよりよい湿地環境の創出並びに利
活用や管理運営の具体化について検討

旧吉野川

第1期試験施工
（湿地浅）

旧吉野川

第2期試験施工
（湿地深）



３．総合水系環境整備事業（早明浦ダム周辺かわまちづくり）

本山町・土佐町・大川村に点在する活動、情報拠点区間を強化し、早明浦ダム、吉野川の
水辺利用の促進を図り、早明浦ダムの豊かな自然資源とアクティビティのネットワーク化、
周辺地域全体の観光促進・活性化を目指すとともに、水源地域の役割や重要性の周知を目的に、
令和3年度より着手。
本事業において、必要な河川管理施設を自治体と連携し整備を図る。
（管理道・階段整備、高水敷保護、親水護岸、スロープ整備 等）

さめうら荘 レイクサイドホテル
さめうらカヌーテラス大川村役場

早明浦ダム

大川村 本山町

土佐町
田井地区

小松地区

田井地区
（ﾀﾞﾑ下流）

大川村 小松地区
（大川村役場前）

土佐町 田井地区
（さめうら荘前）

早明浦ダム下流は
四国屈指のカヌー会場
ラフティングも人気

湖面を中心とした様々なスポーツアクティビティ

大学生の合宿

早明浦ダム

さめうらカヌーテラス

大川村とNPO新町川を守る会が
遊覧船の定期運航を開始

早明浦ダム遊覧船
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補強土壁工 Ｌ=60m

４．柳瀬ダム 宮前地区地すべり対策
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宮前地区地すべり

＜地すべりブロック＞
・幅 約250m、斜面長約400m
＜地すべり対策工＞
・地すべり頭部の排土（土砂撤去）を行い、斜面の安定
を図る。

柳瀬ダム

小規模上部ブロック

アンカー施工ブロック

大規模ブロック

地すべり頭部

【写真①】工事用道路施工状況（R7.9）

排土工

工事用道路（施工済）

工事用道路（未施工）

写真①

頭部排土 （未施工）

発生土受入地（未施工）

柳瀬ダム貯水池周辺の宮前地区（ダムサイト右岸上流約1.5km）において、大規模な地すべりが確認されている。
ダム貯水池への影響が懸念されるため、平成25年度より地すべり対策工に着手しており、令和7年施工においては
道路用工事のため、補強土壁工L=60m、軽量盛土工L=80mの施工を行っている。

排土工

軽量盛土工 Ｌ=80m

工事用道路（R7施工）



５．早明浦ダム再生事業
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早明浦ダム

洪水調節容量
9,000万m3

利水容量
17,300万m3

利水容量
17,300万m3

洪水調節容量
8,000万m3

発電専用容量
3,600万m3

死水容量 1,000万m3

堆砂容量 1,700万m3

発電専用容量
2,600万m3

死水容量 1,000万m3

堆砂容量 1,700万m3

洪水調節容量
9,700万m3

利水容量
16,600万m3

利水容量
16,600万m3

洪水調節容量
10,700万m3

（予備放流容量
1,000万m3)

利水容量
16,600万m3

洪水調節容量
8,700万m3

発電専用容量
3,600万m3 発電専用容量

2,600万m3 発電専用容量1,600万m3

（常時 ） （洪 水時）

非洪水期
（10月11日 ～6月30日）

洪水期
（7月1日 ～10月10日）

現 行 再 生 事 業 後

非洪水期
（10月11日 ～6月30日）

洪水期
（7月1日 ～10月10日）

（常時 ）

容量増大に対応可能な
放流設備を増設

事業の概要

●事業の目的：治水機能を向上させ、吉野川の洪水による
被害軽減を図る。

●事業の内容：利水容量の振り替え及び予備放流の導入に
より、洪水調節容量を増大させる。併せて
放流能力確保のため放流設備を増設する。

●総事業費 ：約500億円
●工期 ：平成30年度～令和10年度

＜既設ダム諸元＞
型式：重力式コンクリートダム 堤高：106m
堤頂長：400m 総貯水量31,600万㎥

放流設備の増設イメージ

Φ4.8m×3条の放流管を増設



５．早明浦ダム再生事業
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令和4年度までに、準備工事として、工事用道路、建設発生

土受け入れ地整地及び管理設備の移設等を実施。

令和5年4月に本体工事等を契約し、5月より増設洪水吐工事、

9月より上流仮締切工事に現地着手している。

令和7年3月に3号放流管箇所が貫通。

進捗状況

工事範囲全景 【令和7年9月】

放流管基礎部

減勢工

堤体削孔及びコンクリート打設 全景 【令和7年9月】

３号
２号

１号

堤体削孔
放流管

放流管設置状況（下流側） 【令和7年9月】



６．その他（流域講座の取り組み）
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講座の様子 3月 5日：東亞合成(株)
3月12日：四国化成工業(株)
3月26日：大鵬薬品工業(株)
3月28日：日清紡HD
4月11日：日亜化学工業(株)
5月12日：大塚製薬(株)
6月 ９日：(株)大塚製薬工場
6月10日：東邦セールス(株)
6月26日：パナソニックエナジー(株)
7月24日：新日本理化(株)
8月 5日：シオノギファーマ(株)

開催実績

●旧吉野川の河川名称に「旧」とついている意味がよく分りました。吉野川流域の自然環境や生活環境への影響についても興味が出ました。

●自然災害に対する先人のご英断や、事業により守られている水資源は徳島の誇りだと思いました。それらによってもたらされる様々な恩恵
に心から感謝いたします。『流域講座』で学んだ取り組みや知識は、水（地球）を守っていくための様々な課題に向き合う時も、広い視点
で考えることが出来ます。ますます多くの方に知っていただき、その時々のより良い判断にもつながればいいなと思いました。

●工業用水はもちろん、普段何気なく利用している生活用水がどのように供給されているのか知ることができました。また、これまでの経験
、学びにより現在の吉野川が形成されていること、今後はこれを維持管理しつつ、より高い安心を得るために調査を続けていく必要がある
ことを理解いたしました。この度は、貴重な機会をありがとうございました。

●吉野川の治水・利水の変遷を学ぶことができ、官民が協力することの重要性の理解が深まりました。
●徳島は長きに渡り河川と共存し多くの犠牲の基、現在の堤防等々が出来上がった歴史に感銘を受けました。

聴講者の感想

大塚製薬工場 東邦セールス パナソニックエナジー

旧吉野川沿川では、第十堰で堰上げられた水が第十樋門から旧吉野川を流下して安定的に供給されることにより、
工業地帯が広がり、地域産業が発展している。
徳島河川国道事務所では、吉野川の水利用や河川事業への理解を促進するべく、令和7年3月から旧吉野川流域
企業を対象に、順次流域講座を開催。

徳島河川国道事務所では、ご要望に応じた流域講座を実施いたします。



６．その他（洪水と水害の勘どころ）
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流域治水の自分事化をより一層進めていくために、洪水時の避難判断の目安として、市町毎の見ておくべき水位
情報や水位別の水害リスク等の情報をまとめた「洪水と水害の勘どころ」を作成し、令和7年6月に各市町の職員向
けに配布・公表。
作成にあたっては、沿川の１４市町とヒアリングを行い、指摘・要望を踏まえた改善を実施。
今後は大きな洪水が発生した際にリスクの見直しを行い、より実態に近いリスク情報の提供に努める。

吉野川における池田ダム放流量と水害の目安

池田ダム放流量 １，０００m3/s 潜水橋冠水通行止め

池田ダム放流量 ４，０００m3/s ●●箇所下流端から冠水開始

池田ダム放流量 ７，０００m3/s 樋門閉鎖による内水氾濫の可能性

池田ダム放流量 ７，５００m3/s 堤防の侵食、堤防からの漏水が発生

池田ダム放流量 １１，０００m3/s ●●箇所から外水氾濫の可能性

大

小
洪水・水害の勘どころのイメージ

沿川１４市町にヒアリングを行い、指摘を踏

まえた改善を実施。

各市町とのヒアリング

洪水と水害の「勘どころ」（徳島河川国道事務所HP）：
https://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/bousai/kandokoro/kandokoro.html



６．その他（洪水と水害の勘どころ）
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各市町へのヒアリングを実施し、自治体の職員が必要と思う情報を追加。また勘どころの活用に向けての意見聴取
も実施し、改善をおこなった。今後も大きな出水が発生した際に、情報の更新・改善を実施していく予定。

防災上、役立つ情報を明示
侵食、漏水、内水、外水が発生する

可能性があるダム放流量及び水位を明示

ダム放流量もしくは上流の水位から、下流にどのような洪

水リスクがあるかの目安を記載

吉野川の水害リスクが高まりやすい洪水特性を記載

洪水時の操作方法等各市町で役に立つ情報を記載

ダム放流量及び水位と水害リスク（吉野川市の例）

台風経路のイメージ図過去の洪水被害一覧

洪水が流下する時間

ダムが放流した

洪水が何時間後、

下流に到達する

かの目安を記載

洪水特性

第十樋門の操作方法


